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画像からくり

Fig. 1　�瞳分割と視差の原理説明図（特公昭 58-12575）3）

Fig. 2　�色フィルターによる瞳分割の図（特公昭 58-12575）3）

Fig. 3　瞳分割の例（特公昭 58-12575）例 3）

Fig. 4　�デジタルカメラへのフィルターアタッチ
メント装着（米国特許 10,841,493）7）

Fig. 5　�スマートフォンの撮影レンズへのア
タッチメント（米国特許 10,841,493）7）

Fig. 6　デジタルカメラでの瞳分割例 10）

Fig. 7　�レンチキュラーフィルムベースを用いる 16 mm カラームービーシステ
ム【水平断面】11）

Fig. 8　ライツ社のカタログの表紙 14）
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口絵解説

「画像からくり」
第 55 回　手作り風の瞳分割方式光学系

55 Handmade-style Pupil Split Optical System

桑　山　哲　郎

カメラ雑誌以外の想定していない文章中でカメラ名に出会
うと，思わず目が止まる．今回の報告は，いつか役に立つと
思い保管していた黄色く変色したコピーを見つけ，改めて調
査した結果である．まず，特許の明細書 3）の記述を転載する．
　実施例においては，この発明は 58 mm f/1.4 のトプコー
ルオートマチックレンズ（Topcor Automatic Lens）を備
えたベスラートプコンカメラ（Bessler Topcon Camera）
を利用した．
米国特許 1件 1）と，対応する 2件の特許出願公告 2，3），ほ
か特許公開文書に遡ることができた．いかにも手作り感があ
り，Fig. 1，Fig. 2 の説明図面の文字も印象を強めている．
この発明は，裸眼で観賞すると普通のカラー写真の様に見え，
赤－シアンの 3Dメガネをかけて観賞すると，視差を持った
像として見える写真を単純な機構で撮影できる光学系に関す
るものである．Fig. 1 は，撮影レンズの瞳の半分を使用する
と，デフォーカス像の位置が左右にずれて視差を持った像が
得られることを説明している．Fig. 2 は撮影光学系の模式図
で，左目に対応して赤（R）のフィルター，右目に対応して
シアン（B＋Gの光を透過）を配置した状態を表しているが，
先に簡単な解説 4）を行っている．文書公開当時，真似て工
作し，あるレベルの成果が得られたという話を友人から聞い
た記憶がある．当時，商品発売のニュースは無かった．Fig. 
3 は，絞りの位置に置く 2つの開口の形のバリエーションで
ある 3）．
次に話題になったのは，Vivitar 社の一眼レフ用交換レン
ズである．機種名は “Vivitar 70-210 mm Series 1 Q-DOS 
lens” で，1991 年当時のカメラ雑誌のニュース記事 5）を見る
ことができる．雑誌の写真ではフィルターの形はFig. 3 の中
央と同一で，この発明を知り，製品化したとも思えるが詳細
は不明である．
更に最近，カメラの撮影レンズの瞳位置に，分割したカラー

フィルターを配置するというよく似た技術が盛んに報道され
る様になった 6）．構成だけではなく，下記の説明文も酷似し
ている．
実験にはニコン社製の一眼レフカメラ（D800）とレンズ（AI 
AF Nikkor 50 mm f /1.8D）を使用し，レンズの開口部に
カラー開口を挿入した．
旧技術との関連が興味深くて調べると，多くの特許資料 7－9）

を見つけることができた．Fig. 47）と Fig. 57）で図を着色し掲
載する．Fig. 4はデジタルカメラの撮影レンズに，フィルター
アタッチメントとしてイエロー（R＋G）とシアン（G＋B）
のフィルターを装着する実施例で，撮像素子からの出力の信
号処理で距離計測，デプスマップ算出を行っている．また
Fig. 5 では，スマートフォンのレンズ部にクリップでカラー
フィルターを装着している．一連の特許資料から出願が古そ
うな文書 8，9）を抽出し，新旧の発明時点がどれだけ離れてい
るかを比較．古い方 1）は，米国特許出願が 1970 年 9 月 23 日，
新しい方は優先日が 2015 年 8 月 20 日で，ほぼ 45 年間の隔
たりがあることが分かった．
瞳をイエローとシアンのフィルターで 2分割する発想はど
こから来たのか，外見だけから判断すると，カラーフィルム
向けの既存技術の流用の様に見えるが，私は「符号化開口」
研究からスタート，この解に到達したのではないかと考えて
いる．先行研究として報告されている最初の論文 10）には，

Fig. 6 の色配置が記載されており，いかにも符号化開口のカ
ラー化である．
撮影レンズに分割したカラーフィルターをアタッチメント
として加える装置のシステムが，1928 年よりコダック社か
ら 16 mmのカラームービー向けに，後 35 mmスチルカメラ
であるライカ向けに発売された．Fig. 711，12，13）と Fig. 814）で
あるがこれは技術史上重要である．当時のアマチュア向けに
はカラームービーの撮影・映写としてこのレンチキュラーレ
ンズ化したフィルムベースを用いる方式が唯一であった．既
存の撮影レンズ及び映写レンズに専用に設計されたカラー
フィルターをかぶせることで，カラー方式を実現している．
やや遅れてアグファ社からも商品が発売されている．
以上，既存の製品にアタッチメントあるいは改造してカ
ラーフィルターを加える話題を紹介した．白黒フィルム，多
層式カラーフィルム，そして固体撮像素子と変化するのに対
応して，同じようなやり方がたびたび登場することは大変興
味深い．「光学機器の技術史を学ぶことは，将来に向け役に
立つ」（やや強引ですが）と主張，今回の報告を終える．
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